
講演 1：台湾有事を煽る日米同盟の現在 

 
岸田内閣のもとで、平和・人権・民主主義の憲法状況はどうなっているのか。改憲にむけた動

きはどう展開しているのか。外国人の権利と明文改憲の策動について二人の講師から学びます。 

 

講演 1：外国人の権利について考える 
－2023 年入管法改定の問題を中心に 

髙佐智美さん（青山学院大学・憲法学）  
講師紹介：たかさ・ともみ。1969 年生まれ。専門は憲法学。博士（法学）。一橋大学

法学部卒、獨協大学准教授を経て 2012 年から現職。主要業績は『アメリカにおける

市民権』（勁草書房）、「国籍の現代的理解に向けて」浦田一郎古希『憲法の思想と発

展』（信山社）、『新憲法四重奏（第 2版）』（有信堂、共著）、只野雅人他編著『現代憲

法入門』（法律文化社、共著）、「裁量統制論によるマクリーン判決『解体』の試み」

エトランデュテ 4巻 178頁、「国籍法制の現状と課題」憲法問題 30号 9頁。 

講演 2：憲法審査会と明文改憲の策動 
田中 隆さん（弁護士）  
講師紹介：たなか・たかし。1951 年滋賀県出身。1978 年より弁護士。現在は田中隆

法律事務所で活動。労働者や市民の権利を擁護する事件活動のかたわら、選挙制度や

戦争法制などの問題に関与。元自由法曹団幹事長。著書に、『市民に選挙をとりもど

せ！』（大月書店・共著）、『検証・小選挙区制』（新日本出版社・共著）、『有事法制が

まちにやってくる』（自治体研究社）など。このところ、改憲問題対策法律家６団体

連絡会で、憲法審査会の問題などに対処。 

2023年 11月 19日（日）13:30～16:30 
会場：文京シビックセンター5 階 区民会議室 C（定員 72 人、先着順、東京メトロ後楽園駅・丸 

        ノ内線 4a・5 番出口・南北線 5 番出口徒歩 1 分、都営地下鉄春日駅 

        三田線・大江戸線文京シビックセンター連絡口徒歩 1 分、JR 総武線 

        水道橋駅東口徒歩 9 分） 

オンライン：定員 90 名、先着順受付（オンライン参加希望者は 

氏名、電話番号をm2-office@9-jo-kagaku.jpにメールしてログイン情 

報を受け取りください） 

参加費：500円（会場参加者のみ）、オンライン参加者にはカンパ歓迎 
主催：九条科学者の会（「九条の会」アピールを広げる科学者・研究者の会）  

〒113-0005 東京都文京区湯島 1-9-15 HY ビル（茶州ビル）9 階   

電話・Fax：03-3811-8320、E-mail：m2-office@9-jo-kagaku.jp、 

ホームページ： http://www.9-jo-kagaku.jp  

共催：日本科学者会議 電話：03-3812-1472、E-mail：mail@jsa.gr.jp 

カンパ送り先：ゆうちょ銀行振替口座 00100-3-500621 加入者名 九条科学者の会 

九条科学者の会 18 周年のつどい 会場・オンライン併用 

岸田政権の政治と憲法情勢 

 

mailto:電話番号をm2-office@9-jo-kagaku.jp
mailto:m2-office@9-jo-kagaku.jp
http://www/

